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Linuxゲートウェイ Ver5.20 アップグレードガイド 
 

はじめに 

本書では、「エフセキュア アンチウイルス Linuxゲートウェイ 」の Ver4から Ver5.20へのバージョ
ンアップの方法について説明します。 
 

1. 事前準備 

rootユーザで、以下の手順を実⾏します。 

1. 製品のインストールディレクトリに移動し、設定のバックアップを取得します。 

# cd <インストールディレクトリ> 
# tar zcf conf-bak.tgz conf/ 
# cp conf-bak.tgz <バックアップ先ディレクトリ>/. 

2. Ver4をアンインストールします。 

# cd <インストールディレクトリ>  
# make uninstall 
# rm –rf <インストールディレクトリ> 
 
* rpmパッケージでインストールしていた場合、以下のコマンドも実⾏します。 
# rpm -e virusgw 
 
* debパッケージでインストールしていた場合、以下のコマンドも実⾏します。 

# dpkg -r virusgw 
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2. Ver5のインストール 

Ver5以降では、fsigkというパッケージにパッケージ名が変更になっています。また、rpmで
もインストール先や、tarボールでのデフォルトのインストール先は、/opt/f-secure/fsigkに変
更されています。 

2.1 tarボールでインストールを⾏う場合 

1. インストールディレクトリを事前に作成します。 

# mkdir –p <インストールディレクトリ> 

2. バックアップした conf ディレクトリをインストールディレクトリにコピーします。 

# cd <インストールディレクトリ> 

# cp <バックアップ先ディレクトリ>/conf-bak.tgz . 

# tar zxvf conf-bak.tgz 

3. conf/virusgw.iniを conf/fsigk.iniにファイル名を変更します。 
# cd conf 
# mv virusgw.ini fsigk.ini 

4. Ver5をインストールします。tarファイル名は、実際に使用するものに読み替えて
ください。インストールディレクトリがデフォルト（/opt/f-secure/fsigk）の場合、
prefixオプションは不要です。 

# cd <tarボール保存ディレクトリ> 
# tar zxvf fsigk-5.xx.x.tar.gz 
# cd fsigk-5.xx.x 
# make install prefix=<インストールディレクトリ> 
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2.2 rpmパッケージでインストールを⾏う場合 

1. インストールディレクトリを事前に作成します。 

# mkdir –p /opt/f-secure/fsigk 

2. バックアップした conf ディレクトリをインストールディレクトリにコピーします。 
# cd /opt/f-secure/fsigk 
# cp <バックアップ先ディレクトリ>/conf-bak.tgz . 

# tar zxvf conf-bak.tgz 

3. conf/virusgw.iniを conf/fsigk.iniにファイル名を変更します。 
# cd conf 
# mv virusgw.ini fsigk.ini 

4. Ver5をインストールします。rpmファイル名は、実際に利用するものに読み替え
てください。 

# cd <rpmファイル保存ディレクトリ> 

# rpm -Uvh fsigk-5.xx.x-x.i386.rpm 

注）rpmパッケージでインストールを⾏った場合、fsigk.iniの内容以外は、工場出
荷時に戻されます。（スパムのカスタム設定、アクセス制御設定など） 

古い設定ファイルは.rpmorigという拡張子を付与して残してありますので、必要に
応じてファイルを差し替えてください。 

設定を引き継ぎたい場合は、tarパッケージを利用してインストールを⾏ってくだ
さい。 
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3. Ver4差し戻し手順 

Ver5アップグレード後に問題があった場合や、上記手順で問題があった場合、バックアップした
confファイルを使い、以前に使用していた Ver4に差し戻すことが可能です。 

1. Ver5をアンインストールします。 

# cd <インストールディレクトリ> 
# make uninstall 
 
* rpmパッケージでインストールしていた場合、以下のコマンドも実⾏します。 

# rpm -e fsigk 

2. 以前に使用していた Ver4をインストールします。インストール方法については、
Ver4のマニュアルをご参照ください。 

3. confディレクトリをバックアップのものと差し替えます。 

# cd <インストールディレクトリ> 
# mv conf conf-orig 
# cp <バックアップ先ディレクトリ>/conf-bak.tgz . 

# tar zxvf conf-bak.tgz 

4. サービスの再起動を⾏います。 

# cd <インストールディレクトリ> 

# make restart 
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